
令和5年1月12日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：児童への参加を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：教員相互による授業参観を３回以上行った。

３：教員相互による授業参観を２回行った。

３：教員相互による授業参観を１回行った。

１：行わなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4

Ｃ

Ｄ

４：
８５％
以上

プ
ラ
ン
４
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向
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と
健
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増
進

Ｃ

Ａ

４：
８５％
以上

Ｄ

３：
７５％
以上

２：
６５％
以上

１：
６５％
未満

B

・健康教育研究指定校ということもあり、生涯をにわたって健康
を保持、増進する資質能力の育成のために全項目を通して、
日頃から意識して取り組むようになってきている。
・始業前のハッスルタイムでは、学級担任と連携して計画的に
取り組んでいる。今後は、中休みの業間運動と合わせ、体力向
上とともに運動の日常化に向け、計画的に実施していく。

・毎学期に「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通して、
児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行うことができた。
・休み時間の外遊びの定着や朝ごはんを食べる習慣は身につ
いている。早寝早起きができていないことで、遅刻をしたり学習
中にあくびをしたりする児童も少なくない。健康教育の充実と合
わせて、家庭への周知を図り、子供の健康についての意識を
高めていく。
・休み時間に校庭で遊ぶ児童が少なかった。始めは体育の授
業に消極的だった児童も、友達との学び合いを通して自信をつ
け、学習意欲が高まった。

0

「授業改善に努めてい
る」と保護者アンケートで
回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

「児童の安全確保に努
め、体力の向上が見られ
る」と保護者アンケートで
回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

Ａ

0

「基礎的な学力が身に付
いている」と保護者アン
ケートで回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

0

0

9

Ｂ

３：
７５％
以上

（79％）

２：
６５％
以上

４：
８５％
以上

（93％）

４：
９０％
以上

３：
８０％
以上

（87％）

２：
７０％
以上

「学校は、地域の力を子
供たちの教育活動に活
かしている」と保護者ア
ンケートで回答した割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

目標に対する成果指標

２：
７０％
以上

４：
８５％
以上
（87％）

0

3

0

0

8

5

学校関係者記入欄

13

0

令和４年度　大田区立大森第三小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人一
人の正義感や
自己肯定感、
自己有用感な
どを高めると
ともに、自他
の生命を尊重
する心を育成
するなど、未
来への希望に
満ちた豊かな
心をはぐくみ
ます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・本校は、本年度９８周年を迎え、常に地域と密接にかかわりながら、発展してきた学校である。今年度、大田区教育委員会より健康・安全教育の研究推進校を受け、研究主題を「未来をつくる健康・安全教育」とし、地域にある東邦大学大森病院とも連携を図り、生涯にわたって健康を保持、増進する資
質能力と他者や社会の安全に貢献できる資質能力をもった児童を育てようと全教職員で教育活動を実践していこうと取り組んでいる。一方で基礎基本的な学力の定着を目指し、授業改善を行いながら粘り強く日々の授業を展開している。少しずつではあるが、年々伸びが見られるようになってきてい
る。学習習慣の定着と授業改善によって、今後もこの傾向を維持していく。また、生活面においては規範意識や基本的な生活習慣に関して課題が見られる。研究推進委員会、生活指導部を中心に継続的に規範意識、基本的生活習慣の定着に向けて取り組んいく。ここ２年で、「あいさつがきちんとでき
る学校」を目指し、あいさつ運動等の取り組みにより、地域からも認められる成果を得るまでに至っている。今後も「挨拶」「言葉遣い」に力を入れ、家庭・地域との連携を強化し、規範意識の向上・基本的生活習慣の定着に努める。
・本校の特色として「地域との連携」を挙げることができる。“人とのかかわり・地域とのかかわり”と称して、近隣にある東邦大学や大森学園高校との連携や大森町、梅屋敷の二つの商店街、中小の町工場と連携した学習、「スクールサポートおおさん」を中心とした地域人材の活用による授業の展開な
どをより一層推進していく。

「あいさつがきちんとでき
る」と保護者アンケートで
回答した割合.

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

9

4

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評価
を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・学校・家庭・地域が一体となって取り組みができているので継
続していく。（わくわくスクールや大三まつり）
・地域図書館との連携で読み聞かせ会を実施した。各学年の
指導内容や教科との連携を図るため、実施時期の調整をす
る。
・昨年度より、地域の方と接する機会は増えてきているが、コロ
ナ禍の中難しいのが現状。その中でも、管理職中心にできるこ
とはやろうとする意欲は上がってきている。
・地域教材の活用が十分でなかったため、健康教育などと関連
付けて地域施設や人材を活用できるようにする。

・1年生の登下校の安全を地域ボランティアの方にお手伝いい
ただき協力してもらった。
・健康教育の実践で、歯科衛生士に講話をしてもらった。（１
年）
・２年生の生活科で、地域教材、住民、施設との関りについて
学習した。
・社会科見学では、町のスーパーや町工場などに協力してもら
い、教育活動をすることができた。
・コロナの影響により、なかなか積極的にかかわりづらいところ
がある。

・大三まつりやわくわくスクール、地域密
着な社会科見学など、家庭、地域と協力
し合いながら教育活動が行われていると
強く感じた。今後も放課後ひろばとも連携
を密にとり進めていきたい。
・近隣の人々を”活用”する試みは評価で
きる。
・１７：００頃、学童保育の帰りに一人で帰
宅する姿は、少し心配しています。地域で
の見守りが大切だと感じている。状況に
合わせて声掛けをしていく。
・地域の方々との相互協力が子供たちの
ためにも、大切だと思いますが、大三小で
はとても活発、かつ良好な関係性があり、
素晴らしいを思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

3.1

３：
７５％
以上

（78％）

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

3.5

地域教材を活用して、児童が地域住民や地域
施設と関わり、地域のよさを理解、尊重する授
業を実施する。

4

4

２：
６５％
以上

１：
６５％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

3.8

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

週２回の学びタイム（朝学習）を確実に行い、
音読・漢字学習や計算練習を毎日の学習と
し、基礎・基本の定着を目指して繰り返し家庭
や学校で実施する。

１：
７０％
未満

3.2

体育的行事、部活動、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひ
とりの学習のつまずきや学習方法について、
指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に対
して組織的に対応する。

3.2

1.9

3

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

あいさつ運動を工夫して実施し、あいさつチャ
レンジにすべての児童が参加できるようにす
る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自
身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

学期毎の授業観察を行うとともに、教員相互
による授業評価を年３回以上行い、授業力の
向上に努める。

3.2

2.9

3.1

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

毎時間の体育学習と毎回に「ハッスルタイム」
を計画的に実施し、主体的に運動に取り組
み、体力向上を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等道
徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・計算と漢字、さらに読みやすい字を書く
ことが、よい結果を得ることの近道である
ことを徹底させたい。
・タブレットとドリルの組み合わせが、より
学習意欲をかきたてているように感じた。
通常の宿題も、一生懸命取り組んでいる
と思う。
・朝の学びタイム等の取り組みがあって
か、自ら宿題に取り組む児童が増え、ま
た非常に丁寧に文字を書いている児童が
多い印象があります。

・朝の学びタイムでは、計算と文字の練習に取り組ませた。タブ
レットとドリルを併用し、定着を図った。
・学びタイムは、効果的に活用できている。
・学びタイムでは、児童の習熟度を把握し、一人一人に合わせ
た支援ができた。ステップ学習チェックシートの活用が十分でな
いため、今後有効活用できるようにしていく。

・個人差への対応が学期末になりがちであった。放課後補習
教室を計画的に活用していく。
・タブレット学習やプリントなどで習熟を図っている。
・定期的に、授業改善プランを見直す時間を確保することも必
要かと感じる。
・ノートを集めて学習の様子や振り返りを確認している。
・タブレットナンバーではなく、児童名での表記に変える等、仕
様の変更があるとよい。

9

3

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

3

１：
６５％
未満

・心豊かな考え方、正しいことを正しいと
言える子に、いけないことはいけないと言
える心をより育ててほしいと思います。
・朝の登校の際に、元気なあいさつ隊が
いることは、仲間の児童及び来校者に好
印象を与えている。いじめ問題に対して、
対策をとり周知していることは評価でき
る。
・校舎内でも、特に上級生が率先して、挨
拶を交わしていると聞いた。児童館でも節
目の挨拶を気持ちよく清々しい心でできる
ように努めていきたい。
・低学年から高学年まで、校内ですれ違う
際に元気に挨拶をしてくれる児童が多く、
「あいさつキャンペーン」の成果が出てい
るように感じられます。

・コロナ禍で、なかなか体力を向上させる
ことが、大変だったと思うが、児童に取組
等を意識させていただき、ありがたい。
・望ましい生活習慣の確率が、健康増進
に寄与することを徹底することは評価でき
る。
・年度の長期休みの学童においては、や
や遅く来校する傾向が見られた。スマホ
や動画など、誘惑の多いこの頃だが、今
後より良い向上を望みます。
・東邦大の先生によるかん教育やアス
リートを招いての授業、ヤクルトの出前授
業など、魅力的なプログラムが充実して
いると思います。

・医療関係者からのpear reviewは重要で
あり、当事者以外への情報公開が望まし
い。
・支援が必要な児童もいる中、授業の円
滑な進行も保つなど、先生方のご苦労に
頭が下がります。情報共有にもご協力い
ただき、感謝しています。
・校内研究や様々な研修・講座だけでな
く、日々先生方同士でこまめに打ち合わ
せをされていることから、よりよい教育を
提供されている様子がうかがえます。

2.9

2.6

2.9

3.3

3.5

2.9

3.5

3.4

3.3

・「あいさつチャレンジ」として、各学級4日間、正門近くで登校
する児童に挨拶をしている。
・毎学期「あいさつキャンペーン」として、挨拶の実践を行った。
意欲付け、意識を高めるために全校児童に話をしたり、給食時
に「挨拶の歌」を流したりした。今後も挨拶の習慣を身に付けさ
せる。
・挨拶マイスターの選出により、児童の挨拶への意識や意欲が
高まった。

・生活指導夕会での情報共有して、養護教諭やスクールカウン
セラーと学級担任と連携して配慮の必要な児童のケアを継続
していく。

・いじめアンケートに基づき、個別の面談や聞き取りを実施し
た。継続した見守りや指導をしている。相談があった内容を一
般的な例として学年・学級通信等を活用して保護者に知らせて
いくことで、子供たちの抱えている問題や不安に家庭と協力し
て対応できるようにする。
・臨時にいじめ防止や不登校問題で委員会が集まることもあ
り、未然防止になっている。また、メンタルヘルスやWEBQU等
を活用して児童の様子を観察し、声かけなど工夫して児童を見
守ることができている。
・QUの実施により、個別の自己肯定感やクラスの意識の傾向
を知ることができた。

・不登校児童の対応に学年やサポートルーム、スクールカウン
セラー、医療などと連携して組織的に対応することができた。
・道徳地区授業公開講座では、学年で指導案を作成し、指導
の充実を図った。掲示物等も協力して作成することで、道徳教
育の研修ができた。学年での指導案作成を継続して行う。

3.6

3.4

3.4

3

・校内研究を中心にお互い学び合おうとする意識は高まってい
る。
・大田区教育研究会に積極的に参加して、学んだことを授業改
善に生かしていく。

・OJTは、授業観察のテーマを絞り,計画に基づいて１学期から
実施する。
・OJTを機能させるのに、２学期になってしまったのは反省事項
である。。
・OJTでは、ペア教員からアドバイスをいただいたことを取り入
れ、授業改善に努めている。
・学年で連携して研究授業や道徳授業地区公開講座、体育・
健康教育地区公開講座など、指導案を作成した。
・学校公開が少ないので、タブレットで授業の様子を配信し、保
護者に伝えた。

・校内特別支援委員会は毎月実施し、職員の研修も取り入れ
た。適切な支援ができるよう委員会で組織的にすすめている。

３：
７５％
以上

２：
６５％
以上

１：
６５％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等を
図っている。

3.2

「これからの社会の変化
に対応する子どもを育て
る工夫をしている」
（外国語教育、理数教
育、ICT活用、人権教
育、体力向上等）と保護
者アンケートで回答した
割合

（ただし、各学年Ａ：そう
思う≧Ｂ：少し思う）

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。 3.3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

3.1

・コロナ禍においてタブレット等が普及し、
自宅にいながらも他児と同様に授業が受
けられるようよく工夫されていると感じま
す。
・ICTを活用し、あらゆる事に指導し、児童
一人一人に自信をつけてくださり、先生方
に感謝しています。
・ICT活用を積極的に取り入れようとして
いることは、評価できる。実際の対人関係
の構築方法については、何らかの対策が
必要と思われる。
・タブレットの扱いにも慣れて宿題などス
ムーズに学習に取り組んでいる姿を見る
と頼もしく感じます。異なる角度から理解
が進むのも、学習の幅が広がり良いと思
う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

2 ３：
８０％
以上

（82％） Ｂ 4

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画
を作成し、計画に基づいた体育指導や「一校
一取組」運動や「一学級一実践」運動を実践
する。

2.9 １：
７０％
未満

Ｄ 0
生涯をにわたって健康を保持、増進する資質
能力の育成に努める。 3.6

3

・ICTを活用した授業展開を随所に盛り込むことができた。
・動画鑑賞を動機付けとして意図的に行って、ICT機器の活用
を年間通して実践していく。

・健康教育研究指定校ということもあり、生涯をにわたって健康
を保持、増進する資質能力の育成に努めようとする教員として
の意識は、組織としても高まっている。
・校内研究で健康教育に取り組んだ。年間計画を見直し、教
科・領域の関連を図って、次年度も、横断的に指導ができるよ
うに計画を立てておく。
・校内研究を通して、健康教育について理解を深めることがで
きた。今年度見えてきた課題を来年度に生かせるよう、指導計
画を改善するなどしていく。

・人権尊重週間やエールウィークに自分や友達のよさを認め合
う活動を取り入れた。今後は、事前指導や事後指導で活動の
充実を図る。
・人権週間の時に、全教員が授業実践と学級目標を立てる。人
権に関する読み聞かせを行った。
・標語やポスター等で、人権を啓発する掲示物等を掲示するこ
とができた。

・「おおたのものづくり」について理解不足なので、まずは教員
側の理解が必要である。

Ａ 9


